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(54)【発明の名称】 画像データ算出装置

(57)【要約】
【課題】  ２次元センサアレイを用いて、異なる時刻に
おいて得られた複数の画像データに基づいて３次元画像
データを算出する装置を提供する。
【解決手段】  ２次元に配置された複数のセンサにそれ
ぞれ対応する複数ラインのラインメモリと、各々の被測
定点における送信手段から被測定点を介した各センサま
での距離とその経路における超音波の伝達速度との関係
により得られる伝達時間データにより構成されるテーブ
ルと、該テーブルを参照することによりラインメモリに
記憶された検出データに基づいて複数の被測定点におけ
る画像データを算出する算出手段とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ３次元空間に存在する複数の被測定点に
対して送信手段から超音波を送信し、被測定点から反射
される超音波を複数のセンサを含む２次元センサアレイ
を用いて検出することにより得られる検出データに基づ
いて３次元画像データを算出する装置であって、
前記複数のセンサの出力に基づいて得られる検出データ
を所定の期間分にわたってそれぞれ記憶する複数ライン
のラインメモリと、
各々の被測定点について、前記送信手段から被測定点を
介して各センサまでの距離とその経路における超音波の
伝達速度との関係により得られる伝達時間データを格納
するテーブルと、
前記テーブルにおいて各々の被測定点について格納され
ている伝達時間データに従って、前記ラインメモリに記
憶されている検出データを読み出し、読み出された検出
データに基づいてそれぞれの被測定点における画像デー
タを算出する算出手段と、を具備する画像データ算出装
置。
【請求項２】  ３次元空間に存在する複数の被測定点に
対して送信手段から超音波を送信し、被測定点から反射
される超音波を複数のセンサを含む２次元センサアレイ
を用いて検出することにより得られる検出データに基づ
いて３次元画像データを算出する装置であって、
前記複数のセンサの出力に基づいて得られる検出データ
を所定の期間分にわたってそれぞれ記憶する複数ライン
のラインメモリと、
各々の被測定点について、前記送信手段から被測定点を
介して各センサまでの距離とその経路における超音波の
伝達速度との関係により得られる伝達時間データと、前
記複数のセンサの出力に基づいて得られる検出データの
重み付け係数とを格納するテーブルと、
前記テーブルにおいて各々の被測定点について格納され
ている伝達時間データに従って、前記ラインメモリに記
憶されている検出データを読み出し、読み出された検出
データに前記テーブルにおいてそれぞれの被測定点につ
いて格納されている重み付け係数を掛けて加算すること
によりそれぞれの被測定点における画像データを算出す
る算出手段と、を具備する画像データ算出装置。
【請求項３】  前記重み付け係数が、ゼロと所定数との
内のいずれかを取ることを特徴とする請求項２記載の画
像データ算出装置。
【請求項４】  前記テーブルを複数個具備する請求項１
～３のいずれか１項記載の画像データ算出装置。
【請求項５】  前記２次元センサアレイを含む探触子を
複数具備し、前記複数の探触子に対応するテーブルを、
それぞれの探触子の付帯情報として有することを特徴と
する請求項１～４のいずれか１項記載の画像データ算出
装置。
【請求項６】  前記複数の探触子に対応する複数のテー*
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*ブルが、それぞれの探触子に対応して扱われるデータと
して画像データ算出装置本体に読み込まれていることを
特徴とする請求項５記載の画像データ算出装置。
【請求項７】  前記複数の探触子に対応する複数のテー
ブルが、それぞれの探触子に対応して扱われ記録媒体を
介して画像データ算出装置本体に読み込まれることを特
徴とする請求項５記載の画像データ算出装置。
【請求項８】  前記複数の探触子に対応する複数のテー
ブルが、それぞれの探触子の内部に保存されていること
を特徴とする請求項５記載の画像データ算出装置。
【請求項９】  各々の被測定点について、前記送信手段
から被測定点を介して各センサまでの距離とその経路に
おける超音波の伝達速度との関係により得られる伝達時
間データが、基準となる時間及び該時間との差により表
されることを特徴とする請求項１～８のいずれか１項記
載の画像データ算出装置。
【請求項１０】  前記複数のセンサにそれぞれ対応する
複数の検出信号処理手段と、
前記複数の検出信号処理手段から出力される検出信号を
検出データに変換して前記複数ラインのラインメモリに
供給する複数のＡ／Ｄ変換器と、
をさらに具備する請求項１～９のいずれか１項記載の画
像データ算出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断等を行
うために、異なる時刻において得られた複数の２次元画
像データに基づいて３次元画像データを算出する画像デ
ータ算出装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、超音波診断等において３次元画像
を取得するためには、２次元断面画像を複数取得して合
成していた。この２次元断面画像は、位置センサ付きの
１次元センサアレイをスキャンさせながら時系列で複数
の画素データを取得し合成することにより得られ、さら
に、複数の２次元断面画像をもとに断面間を補間するこ
とで３次元データを得ていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、この手
法によれば、センサアレイのスキャン方向に関しタイム
ラグがあるため、異時刻での断面像を合成していること
になる。また、センサの位置をモニタし、その情報をも
とに画像合成するので、合成画像はぼけたものとなる。
従って、超音波診断におけるように生体を対象とする画
像合成には適していない。
【０００４】上記問題を解決するために、３次元画像の
取得には、２次元センサアレイを用いることが望まれ
る。例えば、光ファイバーアレイを用い、超音波信号を
光の２次元像として取得する方法が考えられる。この方
法によると、ある超音波を送信した後、一定時間経過し
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て２次元センサアレイに入射する超音波信号を、時間を
変えて複数枚取得することが可能である。しかし、この
２次元データは、送信から一定時間経過後に入射する全
ての超音波信号のデータが混じっており、そのままでは
３次元上の特定のポイントにおけるデータを反映してい
ない。
【０００５】ところで、臨床放射線第４３巻第１１号
（１９９８）には、望月剛による「三次元表示の原理」
と題する文献が掲載されている。この文献において、従
来の超音波走査断面を順次移動するデータ収集方法は、
データ集合全体を得るまでに時間を要するため、動きの
ある被写体を対象とする場合には、正確な画像が得られ
ないと述べられている。その解決方法の１つとして、移
動する２次元のアレイ振動子を用いたデータ収集方法に
ついて述べられており、また、直接法として物体の表面
及び内部情報を同時に表示する方法が紹介されている。
しかし、ハードウェアや信号処理は大規模にならざるを
得ないのが現状であるとも述べられている。
【０００６】そこで、上記の点に鑑み、本発明は、２次
元センサアレイを用いて、異なる時刻において得られた
複数の２次元画像データに基づいて３次元画像データを
算出する画像データ算出装置を提供することを目的とす
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】以上の課題を解決するた
め、本発明の第１の観点に係る画像データ算出方法は、
３次元空間に存在する複数の被測定点に対して送信手段
から超音波を送信し、被測定点から反射される超音波を
複数のセンサを含む２次元センサアレイを用いて検出す
ることにより得られる検出データに基づいて３次元画像
データを算出する装置であって、複数のセンサの出力に
基づいて得られる検出データを所定の期間分にわたって
それぞれ記憶する複数ラインのラインメモリと、各々の
被測定点について、送信手段から被測定点を介して各セ
ンサまでの距離とその経路における超音波の伝達速度と
の関係により得られる伝達時間データを格納するテーブ
ルと、該テーブルにおいて各々の被測定点について格納
されている伝達時間データに従って、ラインメモリに記
憶されている検出データを読み出し、読み出された検出
データに基づいてそれぞれの被測定点における画像デー
タを算出する算出手段と、を具備する。
【０００８】また、本発明の第２の観点に係る画像デー
タ算出装置は、３次元空間に存在する複数の被測定点に
対して送信手段から超音波を送信し、被測定点から反射
される超音波を複数のセンサを含む２次元センサアレイ
を用いて検出することにより得られる検出データに基づ
いて３次元画像データを算出する装置であって、複数の
センサの出力に基づいて得られる検出データを所定の期
間分にわたってそれぞれ記憶する複数ラインのラインメ
モリと、各々の被測定点について、送信手段から被測定

4
点を介して各センサまでの距離とその経路における超音
波の伝達速度との関係により得られる伝達時間データ
と、複数のセンサの出力に基づいて得られる検出データ
の重み付け係数とを格納するテーブルと、該テーブルに
おいて各々の被測定点について格納されている伝達時間
データに従って、ラインメモリに記憶されている検出デ
ータを読み出し、読み出された検出データに該テーブル
においてそれぞれの被測定点について格納されている重
み付け係数を掛けて加算することによりそれぞれの被測
定点における画像データを算出する算出手段とを具備す
る。
【０００９】本発明によれば、２次元センサアレイを用
いて、同一センサ位置での異なる時刻において得られた
複数の２次元画像データに基づいて３次元画像データを
算出することができる。従って、生体を対象とする超音
波診断において、鮮明な３次元画像を得ることが可能で
ある。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面に基いて本発明の実施
の形態について説明する。なお、同一の構成要素には同
一の参照番号を付して、説明を省略する。図１は、本発
明の第１の実施形態に係る画像データ算出装置を含む超
音波診断装置を示している。図１に示すように、この超
音波診断装置は、送信信号を発生する送信信号発生回路
３０と、この送信信号に基づいて超音波を送信する超音
波送信部４０を含んでいる。超音波送信部４０は、ＰＺ
Ｔ（チタン酸ジルコン酸鉛）やＰＶＤＦ（高分子圧電素
子）等の圧電素子を用いた振動子により構成される。診
断対象に向けて送信された超音波は、診断対象から反射
されて超音波検出部５０に受信される。超音波検出部５
０は、例えば、光ファイバーアレイ及び超音波検出素子
等を含んでいる。超音波送信部４０と超音波検出部５０
は、超音波送受信部（探触子）１を構成している。
【００１１】また、この超音波診断装置は、光源１１
と、分光部１２と、結像系１５と、光検出器１６とを含
んでいる。光検出器１６から出力される検出信号は、信
号処理部６１において信号処理が施され、さらに、Ａ／
Ｄ変換器６２において検出データに変換される。
【００１２】Ａ／Ｄ変換器６２から出力される検出デー
タは、画像データ算出装置２に入力され、ラインメモリ
８０に記憶される。また、テーブル１００には、画像デ
ータを算出する際に用いる伝達時間データ等が格納され
ている。画像処理部９０は、テーブル１００を参照する
ことにより、ラインメモリ８０に記憶されている検出デ
ータに基づいて画像データを算出し、３次元画像データ
を構成する。画像処理部９０は、構成された３次元画像
データに対して、さらに、補間処理、レスポンス変調処
理、階調処理等の処理を施す。画像処理された３次元画
像データは、画像表示部１２０において表示されると共
に、２次記憶部１１０に記憶される。
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【００１３】タイミングコントロール部７０は、所定の
タイミングで送信信号を発生するように送信信号発生回
路３０を制御すると共に、送信時刻から一定時間経過後
に、光検出器１６から出力される検出信号を取り込むよ
うに信号処理部６１を制御する。
【００１４】ここで、光検出方式の２次元センサアレイ
として、３つの例を以下に述べる。
（１）光ファイバーアレイを用いた例
図２は、先端に超音波検出素子を設けた光ファイバーア
レイを用いる超音波診断装置の一部を原理的に表した図
である。図２において、光ファイバーアレイ１３は、微
細な光ファイバー１３ａ、１３ｂ、１３ｃ・・・の断面
を２次元マトリックス状に配列させたものである。ま
た、先端に設けられた超音波検出素子１４は、例えば、
各々の光ファイバーの先端にそれぞれ形成されたファブ
リーペロー共振器（ＦＰＲと略称）１４ａ、１４ｂ、１
４ｃ・・・又はファイバーブラッググレーティングによ
り構成される。
【００１５】光源１１から発生した光は、分光器１２を
通過し、光ファイバーアレイ１３に入射する。それぞれ
の光ファイバーに入射した光は、ＦＰＲの両端に形成さ
れたハーフミラー（図中右端）及び全反射ミラー（図中
左端）により反射される。この全反射面は、超音波検出
素子１４に印加される超音波により幾何学的変位を受け
るので、反射光はこれにより変調されて、再び分光器１
２に入射する。分光器１２に入射された反射光は、直接
あるいは光ファイバー等を通して、又はレンズ等の結像
系１５を介して、光検出器１６に結像する。
【００１６】（２）光ヘテロダイン干渉光学系を用いた
例
図３は、光路差長を有する光ヘテロダイン干渉光学系を
用いた２次元センサアレイを含む超音波診断装置の一部
を原理的に表した図である。超音波が入射すると、レー
ザ共振器１５０の全反射ミラー１５１が変位し、全反射
ミラー１５１と透過ミラー１５３との間隔が変化する。
このとき、レーザ活性物質１５２の両脇に設置された２
枚のミラー間で生じる定常波の振動数即ち共振周波数が
変化し、レーザの発振周波数も偏移する。このレーザ光
が干渉光学系１６０に入射すると、分光器１６１を透過
し、部分反射ミラー１６２及び分光器１６１で反射し、
レンズ１６５を介して光検出器１６６に入る光ビームＬ
２と、部分反射ミラー１６２を透過し、周波数シフター
１６３及びプリズム１６４を通過し、再び部分反射ミラ
ー１６２を透過し、分光器１６１で反射し、レンズ１６
５を介して光検出器１６６に入る光ビームＬ３との間で
光路差長が生じる。
【００１７】ここで、時間的に発振周波数が偏移する光
ビームが光路差長のある光ヘテロダイン干渉光学系に入
ると、元の光ヘテロダイン干渉信号の周波数を中心とし
て、時間遅延分に相当する発振周波数の変化分だけシフ
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トした周波数のビート信号が生じる。この周波数変調さ
れたビート信号をアンプ１７１で増幅し、復調手段１７
２で復調し、得られた復調信号を積分処理手段１７３で
積分処理すれば、周波数の変化即ち超音波の波形を再現
できる。この波形は波形表示部１７４に表示され、同時
に波形記憶部１７５に記憶される。
【００１８】（３）エバネセント場を用いた例
図４は、反射界面近傍のエバネセント場に存在する物体
が超音波を受けて振動することによりエバネセント光の
光量が変化することを利用した超音波トランスジューサ
を含む超音波診断装置の一部を原理的に表した図であ
る。図４において、超音波トランスジューサは、プリズ
ム１３３、間隙部１３４、オプティカルフラット１３
５、及び間隙を作るためのスペーサ１３６より構成され
る。超音波がオプティカルフラット下面より入射する
と、プリズム底面の全反射光の光量が超音波の音圧強度
に依存して変化する。従って、レーザ共振器１３１とビ
ーム拡大器１３２とから構成される光源１３０より出射
される拡大されたレーザ光でプリズム底面を照射し、そ
の全反射光強度分布を光検出器１４０で読み出すことに
より、超音波の空間分布及び時間変化を計測する。
【００１９】次に、図１及び図５を参照しながら、本発
明の第１の実施形態に係る画像データ算出装置が用いら
れる超音波診断装置の動作について、詳しく説明する。
図５は、超音波送信部から送信されたビームの進路を示
す図である。本実施形態においては、超音波送信部から
送信されるビームは、指向性を有するものとして説明す
る。図５において、超音波送信部４０と、超音波検出部
を構成する複数の超音波検出素子（センサ）５０ａ、５
０ｂ、・・・とを含む超音波送受信部（探触子）１の一
部と、Ｐ個の被測定点（Ｐ＝ｑ×ｒ×ｓ）を含む被写体
２００とが示されている。図５に示すＳは、超音波送信
部４０の位置を表しており、ｌ

1
、ｌ

2
、・・・、ｌ

n
、

・・・、ｌ
L
は、センサ５０ａ、５０ｂ、・・・の位置

を表している。また、ｘ
1
、ｘ

2
、・・・、ｘ

m
、・・

・、ｘ
P
は、被写体２００に含まれる被測定点の位置を

表している。
【００２０】図５において、超音波送信部４０から送信
された指向性を有する超音波ビームは、１つの被測定点
ｘ
m
において反射し、指向性を有しないＬ個のセンサ５

０ａ、５０ｂ、・・・により検出される。検出された超
音波は、超音波検出部５０において光強度信号に変換さ
れる。
【００２１】ここで図６を参照する。図６は、ラインメ
モリの接続を示すブロック図である。図６において、セ
ンサ５０ａ、５０ｂ、・・・には、光学系１０ａ、１０
ｂ、・・・と、信号処理部６１ａ、６１ｂ、・・・と、
Ａ／Ｄ変換器６２ａ、６２ｂ、・・・が接続されてい
る。ここで、光学系１０ａ、１０ｂ、・・・は、それぞ
れが図１に示す分光部１２、結像系１５、光検出器１６
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7
を含んでも良い。また、タイミングコントロール部７０
は、超音波送信部４０及び各信号処理部６１ａ、６２
ｂ、・・・を制御する。
【００２２】ラインメモリ８０は、Ｌ個のセンサに対応
するＬ個のラインを有している。また、各ラインが有す
るワード数は、被写体の厚みや大きさから決定すること
ができる。即ち、各ラインには、対応するセンサが検出
した信号が時系列に入力される。例えば、人体の厚さが
２０ｃｍ程度とすると、２０ｃｍ程度の人体を超音波が
往復するのに要する時間は約２６０μ秒である。従っ
て、超音波を送信した時点から起算して２６０μ秒間に
得られたサンプルを記憶するだけの記憶容量を用意すれ
ば良い。ここで、１つのサンプルを１ワードのデータで
構成するとして、毎秒２００Ｍ（メガ）サンプルの割合
でデータを取得する場合には、１ライン分のメモリに必
要な記憶容量は、
２００Ｍサンプル／ｓ×２６０μｓ＝５２ｋワード
となる。
【００２３】ここで、再び図５を参照すると、超音波送
信部４０から送信された超音波は、被測定点ｘ

m
を経

て、位置ｌ
1
にあるセンサ５０ａにより検出される。タ

イミングコントロール部７０は、超音波の送信時間から
一定時間経過後にデータ取り込み信号を出力し、一定時
間内に光学系１０ａに入射した光強度信号は、電気信号
として信号処理部６１ａに取り込まれ、Ａ／Ｄ変換器６
２ａにおいてディジタル変換される。さらに、ディジタ
ル変換された検出データは、ラインメモリ８０のライン
ｌ

1
に入力される。ラインメモリ８０のラインｌ

1
には、

センサ５０ａにより検出されてディジタル変換された検
出データが時系列に蓄積される。他のセンサについても
同様に、ｌ

n
（図５参照）に位置するセンサ５０ｃによ

り検出された信号は、接続されている光学系１０ｃと、
信号処理部６１ｃと、Ａ／Ｄ変換器６２ｃとを経て、ラ
インメモリ８０のラインｌ

n
に入力される。

【００２４】このように、ラインメモリ８０には、ｌ
1

～ｌ
L
の各ラインから被測定点ｘ

m
等に関する検出デー

タ、即ち、センサ５０ａにより時間ｔに検出された検出
データＤ（ｔ，ｌ

1
）から、センサ５０ｄにより時間ｔ

に検出された検出データＤ（ｔ，ｌ
L
）までが記憶され

る。
【００２５】図７に、ラインメモリ８０に記憶された検
出データに基づいて画像データを算出する際に用いる伝
達時間データ等を格納するテーブル１００の構成を示
す。図７に示すように、テーブル１００は、被写体２０
０を構成するＰ個の被測定点ｘ

1
、ｘ

2
、・・・、ｘ

m
、

・・・、ｘ
P
に対応するＰ個の行と、Ｌ個のセンサの位 *

8
*置ｌ

1
、ｌ

2
、・・・、ｌ

n
、・・・、ｌ

L
に対応するＬ個

の列とによって構成される。ここで、１≦ｍ≦Ｐ、１≦
ｎ≦Ｌである。
【００２６】再び図５を参照すると、超音波が送信され
てからセンサ５０ａにより検出されるまでの時間ｔ（ｘ

m
，ｌ

1
）は、超音波送信部４０の位置Ｓと、ある被測定

点の位置ｘ
m
と、センサ５０ａの位置ｌ

1
とを用いて、

ｔ（ｘ
m
，ｌ

1
）＝（Ｓ～ｘ

m
～ｌ

1
間の距離）／（超音波

の速度）
と表される。即ち、超音波ビームが送信されてからｔ
（ｘ

m
，ｌ

1
）時間後に、センサ５０ａにより検出された

信号は、被測定点ｘ
m
に関するものと決まる。同様に、

時刻ｔ（ｘ
m
，ｌ

n
）において位置ｌ

n
のセンサにより検

出された信号は、被測定点ｘ
m
に関するものである。

【００２７】超音波ビームが送信されてから位置ｌ
n
の

センサが被測定点ｘ
m
に関するデータを検出するまでに

要する時間を表す伝達時間データｔ（ｘ
m
，ｌ

n
）は、テ

ーブル１００のｍ行ｎ列に格納されている。同様に、他
のセンサについてもテーブル１００の対応する行及び列
に伝達時間データが格納されている。従って、テーブル
１００のｍ行目に格納されている伝達時間データｔ（ｘ

m
，ｌ

1
）、ｔ（ｘ

m
，ｌ

2
）、・・・、ｔ（ｘ

m
，ｌ

n
）、

・・・、ｔ（ｘ
m
，ｌ

L
）を参照することにより、ライン

メモリ８０に記憶されている検出データの中から被測定
点ｘ

m
に関する検出データを選択することができる。

【００２８】これらの伝達時間データは、各センサ５０
ａ、５０ｂ、・・・と各被測定点ｘ

1
、ｘ

2
、・・・との

相互の位置関係により決定されるため、テーブル１００
には、Ｌ個のセンサのそれぞれに対応するＰ個の被測定
点に関する伝達時間データが予め入力されている。
【００２９】ここで、時間ｔ（ｘ

m
，ｌ

n
）は、ビームが

送信された時点から起算して測定された時刻でも良い
し、基準となる時間と、その時間との差を用いて、
ｔ（ｘ

m
，ｌ

n
）＝ｔ

0
＋Δｔ（ｘ

m
，ｌ

n
）

のように表しても良い。基準となる時間は、例えば、被
測定点と最も短い距離にあるセンサが信号を検出するの
にかかった時間等を用いることができる。
【００３０】画像処理部９０（図１）は、ラインメモリ
８０に記憶された検出データに基づいて、テーブル１０
０を参照しながら各被測定点の画像データを算出する。
即ち、被測定点ｘ

m
に関する画像データＤ

m
は、ｍ行目に

入力された伝達時間データｔ（ｘ
m
，ｌ

1
）、ｔ（ｘ

m
，

ｌ
2
）、・・・、ｔ（ｘ

m
，ｌ

L
）に対応する検出データ

を重ね合わせて、
【数１】

と計算される。同様に、画像処理部９０は、他の被測定 点ｘ
1
～ｘ

P
についても画像データの算出を行う。
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【００３１】これらの画像データに基づいて、画像処理
部９０は、３次元画像データを構成する。構成された３
次元画像データは、さらに、補間処理、レスポンス変調
処理、階調処理などの処理を受け、画像表示部１２０に
表示される。また、画像処理部９０において処理された
データは、２次記憶部１１０に記憶され、必要に応じて
出力される。
【００３２】次に、本発明の第２の実施形態に係る画像
データ算出装置について説明する。本実施形態に係る画
像データ算出装置は、画像処理部９０において画像デー
タを算出する時に、データに重み付けを行うための重み
付け係数をテーブル１００に置いたものである。
【００３３】例えば、送信点Ｓ～点ｘ～各センサの距離
分の超音波の減衰量を補正したり、データを間引きした
い場合等には、画像データ算出時に、各データ値に重み
付けをして加算すれば良い。また、図８に示すように、
超音波送信部４０によって送信される超音波が指向性を
持たない場合には、ｌ

n
に位置するセンサにおいて、超

音波送信点Ｓ～被測定点～センサ位置ｌ
n
間の距離の等

しい異なる位置の被測定点ｘ
k
及びｘ

m
に関する信号が同

時刻に検出されてしまう。即ち、データ値Ｄ｛ｔ
（ｘ

m
，ｌ

n
），ｌ

n
｝には、データ値Ｄ｛ｔ（ｘ

k
，

ｌ
n
），ｌ

n
｝が含まれてしまう。このような場合には、

加算時の構成要素を増やすことで、他のポイントからの
データの影響を相対的に小さくすると同時に、各センサ
におけるデータ値に対して、必要な重み付けをすること*

10
*が望ましい。
【００３４】図９に、ラインメモリ８０に記憶された検
出データに基づいて画像データを算出する際に用いる伝
達時間データや重み付け係数等を格納するテーブル１０
０の構成を示す。図９に示すように、テーブル１００
は、Ｐ個の被測定点ｘ

1
，ｘ

2
，・・・，ｘ

m
，・・・ｘ

P

について、Ｐ個の伝達時間データ及びそれぞれの検出デ
ータ値に掛かるＰ個の重み付け係数に対応する２Ｐ個の
行と、Ｌ個のセンサの位置ｌ

1
，ｌ

2
，・・・，ｌ

n
，・

・・ｌ
L
に対応するＬ個の列とから構成される。ここ

で、１≦ｍ≦Ｐ、１≦ｎ≦Ｌである。
【００３５】図９において、Ｗ（ｘ

m
，ｌ

n
）は、位置ｌ

n
のセンサにより時間ｔ（ｘ

m
，ｌ

n
）に検出された検出

データＤ｛ｔ（ｘ
m
，ｌ

n
），ｌ

n
｝に掛かる重み付け係

数である。重み付け係数は、０と所定数の２値のみを取
るように設定しても良く、例えば、重み付け係数を０及
び１とすることにより、検出データを間引くことができ
る。
【００３６】画像処理部９０は、ラインメモリに記憶さ
れた検出データに基づいて、テーブル１００を参照しな
がら各被測定点の画像データを算出する。即ち、被測定
点ｘ

m
に関する画像データＤ

m
は、時間ｔ（ｘ

m
，ｌ

1
）、

ｔ（ｘ
m
，ｌ

2
）、・・・、ｔ（ｘ

m
，ｌ

L
）に対応する検

出データ、及び、重み付け係数Ｗ（ｘ
m
，ｌ

1
）、Ｗ（ｘ

m
，ｌ

2
）、・・・、Ｗ（ｘ

m
，ｌ

L
）を用いて、

【数２】

と算出される。
【００３７】これらの画像データに基づいて、画像処理
部において３次元画像データが構成され、構成された３
次元画像データは、さらに、補間処理、レスポンス変調
処理、階調処理等の画像処理を施され、画像表示部１２
０に表示されると共に、２次記憶部１１０に記憶され
る。本実施形態によれば、検出されたデータ値に対して
適当な重み付けをして画像データを算出することによ
り、ＳＮ比の高い良質な画像データを得ることができ
る。
【００３８】次に、本発明の第３の実施形態に係る画像
データ算出装置について説明する。図１０は、本実施形
態に係る画像データ算出装置を含む超音波診断装置を示
すブロック図である。図１０において、超音波診断装置
は、超音波送受信部である探触子を複数有している。超
音波診断においては、撮影する被写体の部位により、形
状や大きさやセンサの数等が異なる探触子を用いるた
め、本実施形態は、１台の超音波診断装置本体に複数の

探触子を接続し、様々な被写体に対応できるようにした
ものである。
【００３９】図１０において、探触子１Ａ、探触子１
Ｂ、探触子１Ｃは、それぞれ分光部１２や送信信号発生
回路３０を介して装置本体と接続されている。また、テ
ーブル１００は、各探触子に付帯する付帯情報として、
テーブル１００Ａ、テーブル１００Ｂ、テーブル１００
Ｃを含んでいる。各テーブルに含まれる行及び列の数
は、対応する探触子が持つセンサの数や、撮影対象であ
る被写体の撮影部位の大きさにより定められる。また、
各テーブルは、撮影対象に対応する重み付け係数を含ん
でも良い。
【００４０】画像データ算出時に用られるテーブルは、
複数の探触子に対応するテーブルを予め装置本体に読み
込んでおき、その中から、画像データ算出時に外部から
入力部１０１を介して選択することにより決定するよう
にしても良い。また、探触子を使用することにより、そ
の探触子に対応するテーブルが自動的に選択されるよう
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にしても良い。
【００４１】また、図１１に示すように、探触子１Ａ～
１Ｃに対応するテーブル１００Ａ～１００Ｃのデータフ
ァイルを、例えばフロッピー（登録商標）ディスク等の
記録媒体に保存し、画像データ算出時に必要なデータフ
ァイルをテーブル１００に読み込んでも良い。
【００４２】或いは、図１２に示すように、探触子１Ａ
～１Ｃが、それぞれの探触子に対応するテーブル１００
Ａ～１００Ｃのデータを記憶したメモリを含み、探触子
の使用を開始することにより必要なデータがテーブル１
００に読み込まれるようにしても良い。
【００４３】
【発明の効果】以上述べた様に、本発明によれば、２次
元センサアレイを用いて、同一アレイ位置における異な
る時刻において得られた複数の２次元画像データに基づ
いて３次元画像データを算出することができる。従っ
て、生体を対象とする超音波診断装置においても、鮮明
な３次元画像を得ることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る画像データ算出
装置を含む超音波診断装置を示すブロック図である。
【図２】図１の超音波診断装置に用いられる超音波検出
部の第１の例を原理的に示す図である。
【図３】図１の超音波診断装置に用いられる超音波検出
部の第２の例を原理的に示す図である。
【図４】図１の超音波診断装置に用いられる超音波検出
部の第３の例を原理的に示す図である。
【図５】超音波送信部から送信された指向性を有する超
音波ビームの進路を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る画像データ算出
装置におけるラインセンサの接続を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る画像データ算出
装置に含まれるテーブルを示す図である。
【図８】超音波送信部から送信された無指向性の超音波
の進路を示す図である。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る画像データ算出
装置に含まれるテーブルを示す図である。
【図１０】本発明の第３の実施形態に係る画像データ算
出装置を含む超音波診断装置を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態の変形例を示すブロ
ック図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態の他の変形例を示す
ブロック図である。
【符号の説明】
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１、１Ａ～１Ｃ  超音波送受信部（探触子）
２  画像データ算出装置
１０ａ、１０ｂ、・・・光学系
１１、１３０  光源
１２、１６１  分光部
１３  光ファイバーアレイ
１４  光検出器
１５  結像系
１６、１４０  光検出器
３０  送信信号発生回路
４０  超音波送信部
５０、５０ａ、５０ｂ、・・・  超音波検出部（セン
サ）
６０  信号処理手段
６１、６１ａ、６１ｂ、・・・  信号処理部
６２、６２ａ、６２ｂ、・・・  Ａ／Ｄ変換器
７０  タイミングコントロール部
８０  ラインメモリ
８５  入力部
９０  画像処理部
１００、１００Ａ～１００Ｃ  テーブル
１１０  ２次記憶部
１２０  画像表示部
１３１、１５０  レーザ共振器
１３２  ビーム拡大器
１３３、１６４  プリズム
１３４  間隙部
１３５  オプティカルフラット
１３６  スペーサ
１５１  全反射ミラー
１５２  レーザ活性物質
１５３  透過ミラー
１６０  干渉光学系
１６２  部分反射ミラー
１６３  周波数シフター
１６５  レンズ
１６６  光検出器
１７１  アンプ
１７２  復調手段
１７３  積分処理手段
１７４  波形表示部
１７５  波形記憶部
２００  被写体
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